
 

 

を
視
察
し
、
実
態
に
つ
い
て
調

査
を
し
て
き
ま
し
た
。 

１
０
月
２
９
～
３
０
日
に

第
１
班
の
、
小
山
・
野
本
・
風

間
の
３
人
で
、
神
奈
川
県
厚
木

市
と
藤
沢
市
、
東
京
都
町
田
市

を
視
察
、
市
の
担
当
者
か
ら
導

入
の
経
緯
や
現
状
な
ど
を
聞

く
と
と
も
に
、
実
際
に
試
乗

し
、
必
要
性
に
つ
い
て
体
験
し

て
き
ま
し
た
。 

 

３
市
と
も
納
得
で
き
る 

理
由
あ
り 

 
 

 

厚
木
市
は
、
公
共
交
通
空
白

地
帯
は
な
い
が
、
本
厚
木
駅

は
、
一
日
１
４
万
人
が
乗
降
す

る
駅
で
大
変
な
混
雑
状
況
が

あ
り
、
従
業
者
３
５
０
０
人
の
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新
潟
市
政
の
中
で
い
ま
最
も

市
民
の
関
心
を
呼
ん
で
い
る
Ｂ

Ｒ
Ｔ
問
題
。 

１
２
月
議
会
に
連
節
バ
ス
購

入
の
契
約
議
案
が
堤
出
さ
れ
る

と
い
う
状
況
の
中
、
議
員
団
で

は
２
班
に
分
か
れ
て
現
在
連
節

バ
ス
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

Ｂ 

Ｒ 

Ｔ 

視 

察 

団 

報 

告 

記 

厚
木
市
・
藤
沢
市
・
町
田
市
の
連
節
バ
ス
導
入
の
現
状
を
見
て
き
ま
し
た 

業
務
ビ
ル
「
厚
木
ア
ク
ス
ト
」

へ
の
バ
ス
利
用
者
が
５
２
％

も
あ
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
乗
り

溢
れ
て
２
０
０
ｍ
も
の
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。 

 

藤
沢
市
で
は
市
の
西
北
部

の
交
通
不
便
地
域
に
慶
応
大

学
が
あ
り
、
学
生
の
通
学
、
下

校
時
の
対
策
が
必
要
で
し
た
。 

 
 

ま
た
、
町
田
市
に
は
９
０
０

０
戸
も
の
大
規
模
住
宅
団
地

の
山
崎
団
地
が
あ
り
、
そ
こ
へ 

このチラシは政務活動費を利用して作成しています 

 

 

の
公
共
交
通
の
確
保
が
課
題

と
し
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
連

節
バ
ス
の
運
行
は
そ
の
目
的

達
成
の
た
め
で
あ
り
、
公
共
交

通
不
便
地
域
に
対
す
る
新
た

な
支
援
策
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
市
民
の
声
を
い
か
し
た
取

り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

目
的
も
は
っ
き
り
し
な
い

新
潟
市
の
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
構
想
」
は

中
止
す
べ
き
で
す
。 

 

 

山崎団地（町田市）にて 

厚木アクスト 

藤沢市役所にて 


